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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】１又は複数の指を投影像上に配置することによ
って、所望の制御アクションを直感的で、便利で、ユー
ザーフレンドリーな方法で実行する。
【解決手段】投影システム１は、像投影機１０、不可視
光トランスミッター１１及び不可視光センサー１２を含
む。前記像投影機は、物理面３上に投影像２を投影する
ために用いられる。前記不可視光トランスミッターは、
物理面と平行である不可視光面１１０を生成するために
用いられる。前記不可視光センサーは、この像投影機と
通信する。ポインティングオブジェクトが接触点上に配
置されると、ポインティングオブジェクトから反射され
た不可視光ビームが不可視光センサーによって受け取ら
れる。不可視光ビームに従って、接触点の空間座標位置
を示す検出信号が取得され、像投影機へ送信される。前
記像投影機は、検出信号に従って接触点の空間座標位置
を認識及び計算し、空間座標位置に従って制御アクショ
ンを実行する。
【選択図】図１Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
投影システムであって、
物理面上に投影像を投影すための像投影機と、
前記物理面と平行である不可視光面を生成するための不可視光トランスミッターとを備え
、
前記不可視光面と前記投影像の間の重なり領域がタッチ検出ゾーンとして規定され、
前記像投影機と通信する不可視光センサーを備え、
ポインティングオブジェクトが前記タッチ検出ゾーンの接触点上に配置されるとき、前記
ポインティングオブジェクトから反射された不可視光ビームが前記不可視光センサーによ
って受け取られ、
前記不可視光ビームに従って、前記接触点の空間座標位置を示す検出信号が取得され、前
記像投影機へ送信され、
前記像投影機は、前記検出信号に従って前記接触点の空間座標位置を認識及び計算し、前
記空間座標位置に従って制御アクションを実行する、投影システム。
【請求項２】
請求項１に記載の投影システムであって、前記不可視光トランスミッターは、赤外光トラ
ンスミッターであり、前記不可視光センサーは、赤外線センサー又は赤外線カメラである
、システム。
【請求項３】
請求項１に記載の投影システムであって、前記不可視光トランスミッターは、少なくとも
１つの光源及び少なくとも１つのレンズを備え、前記不可視光センサーは、可視光フィル
ター及び不可視光検出素子を備える、システム
【請求項４】
請求項１に記載の投影システムであって、前記像投影機は、
像信号源から出力された像信号を投影し、これによって前記物理面上に前記投影像を形成
するための投影ユニットと、
前記不可視光センサーからの前記検出信号を認識及び処理し、これによって前記接触点の
空間座標位置を認識及び計算するための像プロセッサーと、
前記投影ユニット及び前記像プロセッサーと接続された制御ユニットとを備え、前記制御
ユニットは、前記投影ユニット及び前記像プロセッサーの動作を制御し且つ前記空間座標
位置に従って制御アクションを実行する、システム。
【請求項５】
請求項4に記載の投影システムであって、前記不可視光センサーは、前記像投影機の前記
制御ユニット及び前記像プロセッサーと通信し、前記制御ユニットの制御下で、前記検出
信号は、前記不可視光センサーから前記像プロセッサーへ送信される、システム。
【請求項６】
請求項１に記載の投影システムであって、前記投影像は、前記接触点に対応する入力ゾー
ン又は入力マークを有する、システム。
【請求項７】
請求項１に記載の投影システムであって、前記投影システムは、ケーシングをさらに備え
、前記像投影機、前記不可視光トランスミッター及び前記不可視光センサーの少なくとも
２つは、前記ケーシングを通じて組み合わされる、システム。
【請求項８】
請求項１に記載の投影システムであって、前記像投影機、前記不可視光トランスミッター
及び前記不可視光センサーは、独立した別々のコンポーネントである、システム。
【請求項９】
請求項１に記載の投影システムであって、前記制御アクションは、前記投影像のコンテン
ツを拡大／縮小するというアクション、データ又はコマンドを入力するというアクション
、前記投影像のコンテンツを移動させるというアクション、前記投影像のコンテンツを回
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転させるというアクション又は前記投影像のコンテンツを変化させるというアクションを
含む、システム。
【請求項１０】
投影システムであって、
物理面上に投影像を投影するための像投影機と、
前記物理面のそばに配置され、前記物理面と平行である不可視光面を生成するための不可
視光トランスミッターと、
不可視光センサーとを備え、
ポインティングオブジェクトが前記不可視光面の接触点上に配置されたときに、前記ポイ
ンティングオブジェクトから反射された不可視光ビームが前記不可視光センサーによって
受け取られ、
前記不可視光ビームに従って、前記接触点の空間座標位置を示す検出信号が取得され、前
記像投影機へ送信され、
前記像投影機は、前記検出信号に従って前記接触点の空間座標位置を認識及び計算し、前
記空間座標位置に従って制御アクションを実行する、システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、投影システムに関し、より詳しくは、タッチ検出投影像を有する投影システ
ムに関する。 
【背景技術】
【０００２】
情報世代がますます発展するにつれて、ポータブルで使いやすいという利点を有する投影
システムが会議、オフィス、学校及び家庭で広く使用されている。ミーティングでの大部
分の出席者又は大部分のビジネスマンにとって、投影システムは、通常、プレゼンテーシ
ョンを行ったり、ミーティングを行ったり、又は講演を行ったりするために用いられる。
【０００３】
　従来の投影システムは、通常、像信号源(例：ポータブルコンピューター又はポータブ
ル通信デバイス)を用いて動作する。像信号源から出力された像は、投影システムを通じ
て投影スクリーン上に投影される。投影スクリーン上の投影像を制御するために、像信号
源のマウス、キーボード又はタッチパネルが用いられる。プレゼンテーションを行うとい
うプロセスの間、ユーザーは、マウス、キーボード又はタッチパネルを操作するために像
信号源のそばの位置へ繰り返し移動するはずである。投影像を制御するこの方法は、ユー
ザーフレンドリーでない。
【０００４】
　上記の欠点を解決するために、タッチ検出投影像を有する投影システムが開示されてき
た。このような投影システムでは、インタラクティヴにするという目的を達成するために
、タッチ検出投影像が投影スクリーン上に投影される。一般に、レーザーペン又は補助光
源を有する指反射器がポインティング光ビームを生成するために用いられる。ポインティ
ング光ビームは、投影像上に投影される。投影像上でのポインティング光ビームの変化を
検出することによって、光源の空間座標位置が分かる。空間座標位置に従って、投影スク
リーン上の投影像が制御される。補助光源がユーザーの手によって追加で保持されるので
、従来の投影像の制御方法は、不便である。
【０００５】
　さらに、従来の投影像の制御方法は、いくつかの他の欠点をさらに有する。例えば、投
影像の輝度及び／又は色及び投影スクリーンの背景色がポインティング光ビームの変化を
検出する精度に悪影響を与える場合があるので、計算が非常に複雑であり、計算精度が低
い。これによって、投影像を制御することのインタラクティヴ速度が通常は不満足である
。
【発明の概要】
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【０００６】
　本発明は、タッチ検出投影像を有する投影システムを提供する。１又は複数の指を投影
像上に配置することによって、所望の制御アクションが直感的で、便利で、ユーザーフレ
ンドリーな方法で実行される。これによって、従来の投影システムで補助光源を用いるこ
との問題が回避されるであろう。
【０００７】
　本発明は、計算の複雑さを単純化し、計算精度を高め、インタラクティヴ速度を高める
ために、タッチ検出投影像を有する投影システムも提供する。
【０００８】
　本発明の一観点によれば、投影システムが提供される。投影システムは、像投影機、不
可視光トランスミッター及び不可視光センサーを含む。像投影機は、物理面上に投影像を
投影するために用いられる。不可視光トランスミッターは、物理面と平行である不可視光
面を生成するために用いられる。不可視光面と投影像の間の重なり領域は、タッチ検出ゾ
ーンとして規定される。不可視光センサーは、像投影機と通信する。ポインティングオブ
ジェクトがタッチ検出ゾーンの接触点上に配置されると、ポインティングオブジェクトか
ら反射された不可視光ビームが不可視光センサーによって受け取られる。不可視光ビーム
に従って、接触点の空間座標位置を示す検出信号が取得され、像投影機へ送信される。像
投影機は、検出信号に従って接触点の空間座標位置を認識及び計算し、空間座標位置に従
って制御アクションを実行する。
【０００９】
　本発明の別の観点によれば、投影システムが提供される。この投影システムは、像投影
機、不可視光トランスミッター及び不可視光センサーを含む。像投影機は、物理面上に投
影像を投影するために用いられる。不可視光トランスミッターは、物理面と平行である不
可視光面を生成するために物理面のそばに配置される。ポインティングオブジェクトが不
可視光面の接触点上に配置されると、ポインティングオブジェクトから反射された不可視
光ビームが不可視光センサーによって受け取られる。不可視光ビームに従って、接触点の
空間座標位置を示す検出信号が取得され、像投影機へ送信される。像投影機は、検出信号
に従って接触点の空間座標位置を認識及び計算し、空間座標位置に従って制御アクション
を実行する。
【００１０】
　本発明の上記内容は、次の詳細な説明と添付図面を検討した後に当業者にとってより容
易に明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１Ａ】図1Aは、本発明の一実施形態によるタッチ検出投影像を有する投影システムを
示す概略斜視図である。
【００１２】
【図１Ｂ】図1Bは、図1Aの投影システムを示す概略側面図である。
【００１３】
【図２Ａ】図2Aは、本発明の別の実施形態によるタッチ検出投影像を有する投影システム
を示す概略斜視図である。
【００１４】
【図２Ｂ】図2Bは、図2Aの投影システムを示す概略側面図である。
【００１５】
【図３】図3は、図1の投影システムを示す概略回路ブロック図である。
【００１６】
【図４】図4は、本発明の投影システムで使用される不可視光センサーを概略的に示す。
【００１７】
【図５】図5は、本発明の投影システムで使用される不可視光トランスミッターを概略的
に示す。
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【００１８】
【図６】図6は、図2の投影システムを示す概略回路ブロック図である。
【００１９】
【図７】図7は、本発明の別の実施形態によるタッチ検出投影像を有する投影システムを
示す概略回路ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　次の実施形態を参照して、より具体的に本発明の説明を行う。この発明の好ましい実施
形態の次の説明は、例示と説明の目的のためにのみここで提示されるということに注意す
べきである。本発明が開示された形態そのものによって網羅されているとか、そのような
形態に限定されるということは意図していない。
【００２１】
　図1Aは、本発明の一実施形態によるタッチ検出投影像を有する投影システムを示す概略
斜視図である。図1Bは、図1Aの投影システムを示す概略側面図である。図1A及び1Bを参照
して下さい。投影システム1は、像投影機10、不可視光トランスミッター11及び不可視光
センサー12を備える。像投影機10は、物理面3上に投影像2を投影するために用いられる。
投影像2は、視認可能な光の像である。さらに、投影像2は、入力ゾーン又は入力マーク(
図示せず)を備える。不可視光トランスミッター11は、物理面3と平行である不可視光面11
0(例：赤外光面)を生成するために物理面3のそばに配置される。不可視光面110は、少な
くとも部分的に物理面3を覆うことが期待される。その結果、不可視光面110及び投影像2
は、タッチ検出ゾーン111を規定する。
　タッチ検出ゾーン111は、不可視光面110と投影像2の間の重なり領域であるので、タッ
チ検出ゾーン111は、物理面3上に配置される。不可視光センサー12は、像投影機10と通信
する。ポインティングオブジェクト4(例：ユーザーの指)がタッチ検出ゾーン111の接触点
112上に配置される場合、ポインティングオブジェクト4から反射された不可視光ビーム11
3が、不可視光センサー12によって受け取られて、検出可能である。不可視光ビーム113に
従って、接触点112の空間座標位置を示す検出信号が取得されるであろう。不可視光セン
サー12によって提供された検出信号に従って、像投影機10は、接触点112の空間座標位置
を認識及び計算することができる。処理及び計算結果に従って、物理面3上に示された投
影像2は、制御される。例えば、タッチ検出ゾーン111上に１又は複数の指を配置すること
によって、投影像のコンテンツをズームイン又はズームアウトすること、データ又はコマ
ンドを入力すること、投影像のコンテンツを移動させること、投影像のコンテンツを回転
させること、又は投影像のコンテンツを変化させることが可能である。
【００２２】
　この実施形態では、像投影機10、不可視光トランスミッター11及び不可視光センサー12
は、ケーシング13を通じて組み合わされ、一体化された携帯用の投影システム1を生じさ
せる。別の実施形態では、図2A及び2Bに示すように、投影システム1の像投影機10、不可
視光トランスミッター11及び不可視光センサー12は、独立した別々のコンポーネントであ
る。図2A及び2Bに示すように、像投影機10及び不可視光センサー12は、伝送線5を通じて
互いに通信する。つまり、像投影機10及び不可視光センサー12は、互いに通信して、有線
伝送技術に従って信号又はデータを交換する。別の実施形態では、像投影機10及び不可視
光センサー12は、無線通信モジュール(図示せず)（例：ブルートゥースモジュール）を利
用して、無線伝送技術に従って信号又はデータを交換してもよい。いくつかの実施形態で
は、像投影機10、不可視光トランスミッター11及び不可視光センサー12の何れか２つがケ
ーシングを通じて組み合わされるが、残りのコンポーネントは、独立したコンポーネント
である。物理面3の例は、壁面、投影スクリーン、机表面又は電子ホワイトボードを含む
がこれに限定されない。
【００２３】
　図3は、図1の投影システムを示す概略回路ブロック図である。図1A、1B及び3を参照し
て下さい。像投影機10、不可視光トランスミッター11及び不可視光センサー12は、ケーシ
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ング13を通じて組み合わされ、一体化された携帯用の投影システム1を生じさせる。像投
影機10は、投影ユニット101、制御ユニット102及び像プロセッサー103を備える。投影ユ
ニット101によって、像信号源6によって提供された像信号に対応する投影像が物理面3上
に投影される。像信号源6は、像投影機10のポータブルストレージデバイス、ポータブル
コンピューター又はデスクトップコンピューターと交換可能である。不可視光トランスミ
ッター11は、制御ユニット102と接続されている。制御ユニット102の制御下で、不可視光
トランスミッター11は、選択的に、有効にされたときに不可視光面110を提供し、無効に
されたときに不可視光面110の生成を停止する。いくつかの実施形態では、不可視光トラ
ンスミッター11は、制御ユニット102と接続されておらず、不可視光トランスミッター11
は、スイッチ素子(図示せず)と接続されている。
　スイッチ素子のオン／オフ状態を調節することによって、不可視光トランスミッター11
は、選択的に、有効にされたときに不可視光面110を提供し、無効にされたときに不可視
光面110の生成を停止する。さらに、不可視光センサー12は、制御ユニット102及び像プロ
セッサー103と接続されている。制御ユニット102の制御下で、検出信号は、不可視光セン
サー12から像プロセッサー103へ送信される。像プロセッサー103は、制御ユニット102、
不可視光センサー12及び像信号源6と接続されている。不可視光センサー12からの検出信
号が像プロセッサー103によって認識及び処理された後、像プロセッサー103は、接触点11
2の空間座標位置を認識及び計算することができる。制御ユニット102は、不可視光トラン
スミッター11、不可視光センサー12、投影ユニット101及び像プロセッサー103と接続され
ている。制御ユニット102は、不可視光トランスミッター11、不可視光センサー12、投影
ユニット101及び像プロセッサー103の動作を制御するために使用される。さらに、像プロ
セッサー103の処理及び計算結果に従って、物理面3上での投影像2の関連付けられたアク
ションは、制御ユニット102によって制御される。投影像2のアクションは、例えば投影像
のコンテンツを拡大／縮小すること、データ又はコマンドを入力すること、投影像のコン
テンツを移動させること、投影像のコンテンツを回転させること又は投影像のコンテンツ
を変化させることというアクションを含む。
【００２４】
　図4は、本発明の投影システムで使用される不可視光センサーを概略的に示す。図4に示
すように、不可視光センサー12は、可視光フィルター121及び不可視光検出素子122を備え
る。可視光フィルター121は、入射光の可視光成分をブロックし、特定の波長範囲内の不
可視光成分の通過を可能にするために用いられる。可視光フィルター121を通過する不可
視光成分は、光検出素子122によって検出されると、光検出素子122は、接触点112の空間
座標位置を示す検出信号を生成する。不可視光トランスミッター11は、赤外光トランスミ
ッターであることが好ましい。不可視光センサー12の例は、赤外線センサー又は赤外線カ
メラを含むがこれに限定されない。
【００２５】
　図5は、本発明の投影システムで使用される不可視光トランスミッターを概略的に示す
。図5に示すように、不可視光トランスミッター11は、１又は複数の光源114及び１又は複
数のレンズ115を備える。一実施形態では、光源114は、不可視光を放射する発光ダイオー
ドである。レンズ115は、光源114と位置合わせされる。レンズ115によって、光源114から
放射された可視光ビームが不可視光面110の形になる。その結果、不可視光面110は、物理
面3と平行である。レンズ114は、円柱レンズであることが好ましい。
【００２６】
　いくつかの実施形態では、投影システムの電源が入り、投影像2のタッチ検出機能が有
効にされた後、像投影機10は、像信号及び検出信号を較正するというステップを実行して
もよい。これによって、像プロセッサー10の認識及び計算精度が高められるであろう。
【００２７】
　投影像2を操作して、制御操作(例：ページを変えるというアクション、投影像のコンテ
ンツを拡大／縮小するというアクション又は投影像のコンテンツを移動させるというアク
ション)を実行するために、ユーザーの指は、不可視光面110のタッチ検出ゾーン111の接
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触点112に対応する、投影像2の入力ゾーン又は入力マーク上に配置される。その一方で、
不可視光センサー12によって、接触点112から反射された不可視光ビーム113は、接触点11
2の空間座標位置を示す検出信号に変換されて、取得される。
制御ユニット102の制御下で、検出信号は、不可視光センサー12から像投影機10の像プロ
セッサー103へ送信される。像投影機10の像プロセッサー103によって検出信号が認識及び
処理された後、接触点112の空間座標位置が取得される。像プロセッサー103の処理及び計
算結果に従って、物理面3上に示された投影像2は、制御ユニット102によって制御される
。例えば、ページを変えるというアクション、投影像のコンテンツを拡大／縮小するとい
うアクション又は投影像のコンテンツを移動させるというアクションが実行される。さら
に、接触点112の空間座標位置のｘ座標及びy座標が取得された後、制御アクションが実行
可能である。接触点112のz座標を判断する必要がないので、計算の複雑さが単純化され、
計算精度が高められ、インタラクティヴ速度が高められる。
【００２８】
　図6は、図2の投影システムを示す概略回路ブロック図である。図2A、2B及び6を参照し
て下さい。像投影機10、不可視光トランスミッター11及び不可視光センサー12は、独立し
た別々のコンポーネントである。不可視光トランスミッター11は、スイッチ素子116を備
える。スイッチ素子116のオン／オフ状態を調節することによって、不可視光トランスミ
ッター11は、選択的に、有効にされたときに不可視光面110を提供し、無効にされたとき
に不可視光面110の生成を停止する。不可視光センサー12は、伝送線5を通じて像投影機10
と接続されている。図6の投影システムに含まれる像投影機10、不可視光トランスミッタ
ー11及び不可視光センサー12の動作原理及び機能は、図3のものに類似しており、ここで
は冗長に説明を行わない。
【００２９】
　図7は、本発明の別の実施形態によるタッチ検出投影像を有する投影システムを示す概
略回路ブロック図である。図7に示すように、像投影機10、不可視光トランスミッター11
及び不可視光センサー12は、独立した別々のコンポーネントである。この実施形態では、
不可視光センサー12は、有線通信技術よりもむしろ無線通信技術に従って像投影機10と通
信する。像投影機10は、第１無線通信モジュール104をさらに備える。不可視光センサー1
2は、第２無線通信モジュール123をさらに備える。第２無線通信モジュール123は、無線
通信技術に従って第１無線通信モジュール104と通信する。つまり、不可視光センサー12
及び像投影機10は、第１無線通信モジュール104及び第２無線通信モジュール123を通じて
無線で互いに通信して信号又はデータを交換することができる。図7の投影システムに含
まれる像投影機10、不可視光トランスミッター11及び不可視光センサー12の動作原理及び
機能は、図6のものに類似しており、ここでは冗長に説明を行わない。
【００３０】
　上記説明から、本発明は、タッチ検出投影像を有する投影システムを提供する。１又は
複数の指を投影像上に配置することによって、直感的で、便利で、ユーザーフレンドリー
な方法で所望の制御アクションが実行される。これによって、従来の投影システムで補助
光源を用いることの問題が回避されるであろう。さらに、この投影システムは、シンプル
なアーキテクチャを有する。不可視トランスミッターと不可視センサーの組み合わせが接
触点の空間座標位置を判断するために採用されるので、投影像の可視光成分及び物理面の
背景色から生じる悪影響が最小化されるであろう。この状況下において、計算の複雑さが
単純化され、計算精度が高められ、インタラクティヴ速度が高められる。さらに、接触点
の空間座標位置のｘ座標及びy座標が取得された後、制御アクションが実行可能である。
接触点のz座標を判断することが必要ではないので、計算の単純化、計算精度及びインタ
ラクティヴ速度がさらに高められるであろう。
【００３１】
　本発明は、現在最も実用的で最も好ましい実施形態であると考えられるものの観点で説
明を行ったが、本発明は、開示された実施形態に限定される必要がないことは理解される
べきである。反対に、本発明は、付属の請求項の精神と範囲内に含まれる種々の修正及び



(8) JP 2011-216088 A 2011.10.27

類似の構成をカバーすることを意図している。付属の請求項は、全てのこのような修正と
類似の構成を包含するように最も広い解釈が与えられるべきである。
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